













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































そして、第九段中の語句を文浮や和歌に直接的に取り入れ、第九段 に 強 く 依 っ た 記 事 と な っ て い る 。 一 方 「 八 橋 」 で は 、 第 九 段 を踏 ま え た 語 句 は 和 歌 中 の 「 蜘 妹 手 」 の み で あ る 。 し か し 、 「 蜘 妹手 あ や ふ き 」 と 詠 む こ と で 、 「 う た た ね 」 や 『 春 の 深 山 路 」 に おい て 明 ら か に さ れ て い る 「 八 橋 」 の 実 保 よ り も 、 第 九 段 で 描 か れ 、ま た 、 和 歌 の 中 で 受 け 継 が れ て き た 情 漿 を 狐 視 し た 詠 作 を し て いる 。 そ し て 「 二 村 山 」 で は 、 衣 の 縁 語 を 取 り 入 れ る と い う 従 来 の
．
詠 み 方 に 従 い な が ら ｀
•第 九 段 「 八 橋 」 で 男 が 衣 の 縁 語 「 張 る 」 に
掛 け て 用 い た 「 は る ば る と ] を 詠 み 込 む こ と で 、 『 伊 勢 物 語 」 第九 段 を 饗 か せ て い る 。 さ ら に 、 阿 仏 尼 が 「 は る ば る と 」 を 用 い た背 景 に は 、 夫 為 家 の 歌 の 影 響 が あ る こ と も 考 え ら れ る 。
「 嗚 海 潟 」 で の 「 都 烏 」 や 、 「 八 橋 」 が 、 『 伊 勢 物 語 」 第 九 段 の
表 現 ・ 枠 組 み に 依 拠 す る 形 で 記 さ れ る の は 、 ご く 自 然 な こ と で あろ う 。 注 目 す る べ き な の は 、 「 伊 勢 物 語 」 に は 出 て 来 て い な い 場所 で あ る 「 二 村 山 」 の 記 事 で あ る 。 そ の 和 歌 を 見 る と 、 「 二 村 山 」詠 の 伝 統 と 、 第 九 段 中 の 著 名 な 古 歌 の 語 と が 重 な っ て い る 。 前 後の 「 嗚 海 潟 」 と 「 八 橋 」 の 記 事 の 内 容 を 勘 案 す れ ば 、 そ れ は 偶 然で は な く 、 意 図 的 な も の で あ る と 考 え る こ と は 十 分 可 能 で あ ろ う 。阿 仏 尼 は 「 二 村 山 」 に も 第 九 段 の 要 素 を 取 り 入 れ 、 述 続 す る 一 二 つの 記 事 を 「 伊 勢 物 語 」 の イ メ ー ジ で ま と め た の だ と 考 え ら れ る 。
注1 「 聞 く か ら に あ は れ な る み の さ 夜 千 島 霧 立 つ な み に 末 の 松 風
(E
最
勝 四 天 王 院 障 子 和 歌 」 嗚 海 捕 ． ＝ ― - 三 一 一 ・ 俯 正 慈 円 ） 」 、 「 た
ぴ 衣 日
も 夕 暮 に 嗚 海 が た 浦 風 さ む み 千 ど り 嗚 く な り （ 同 ・ 三 三 四 ・ 俊 成孵 女 ） 」 、 「 夕 霧 に 友 と な る み の う ら ち ど り 跡 な き 方 の 塩 ひ を ぞ
と
ふ （ 同 ・ 三 三 八 ・ 雅 経 朝 臣 ） 」
2川
村 晃 生 、 久 保 田 淳 「 和 歌 文 学 大 系 』 （ 明 治 世 院 、 一 九 九 八 年 一
二 月 ）
3新






渕 句 美 子 「 阿 仏 尼 と そ の 時 代 『 う た た ね
j
が 語 る 中 世 」 （ 臨 川
符 店 、 1 1 0 0 0 年 八 月 ）
5「
続 古 今 和 歌 集 」 樅 旅 ・ 九 一 二 三 に 、 安 嘉 門 院 右 衛 門 佐 と し て 「
さ
て も わ れ い か に な る み の う ら な れ ば お も ふ か た に は と ほ ざ か る らん 」 の 歌 が あ り 、 詞 店 は 「 お も ふ こ と 侍 り け る こ ろ 、 父 平 度 繁 朝臣 と ほ た あ ふ み の く に に ま か れ り け る に 、 心 な ら ず と も な ひ て
、
な る み の う ら を す ぐ と て よ め る 」 と な っ て い る 。 ま た 、 「 う た た ね 」に は 、 初 句 を 「 こ れ や さ は 」 と し た 歌 が 「 嗚 海 の 浦 」 で 詠 ま れ ている
。
6 「 路 次 の 記 」 で は 、 三 河 国 の 宮 路 山 に て 「 こ の 山 ま で は 、 昔 見 し
心 地 す る 。 」 、 同 じ く 三 河 国 の 引 馬 の 宿 （ 浜 松 ） に て 「 親 し と 言
ひ
し ば か り の 人 々 な ど も 住 む 所 な り 。 住 み 来 し 人 の 而 影 も 、 さ ま ざま 息 ひ 出 で ら れ て 、 又 め ぐ り あ ひ て 見 つ る 命 の 程 も 返 す 返 す あ はれ な り
。」 、 駿 河 国 の 宮 士 山 を 見 て 「 富 士 の 山 を 見 れ ば 、 煙 立 た ず 。
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